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1 章 研究概要 
 






平成 28 年 5月 30日に出された中央教育審議会答申（193号）「個人の能力と可能性を開
花させ，全員参加による課題解決社会を実現するための教育の多様化と質保証の在り方につ
いて」の第一部では，新しい時代の実践的なキャリアアップ・プログラム（職業実践力育成


















































































ーの定義と選択：理論的・概念的基礎」（通称デセコ・DeSeCo：Definition and Selection 














対象とした PISA （Programme for International Student Assessment：国際学習到達度調
査）や TIMSS（Trends in International Mathematics and Science Study：国際数学・理













































































































































本節末の参考資料 1-1を参照いただきたい。また，調査日程は表 1-1 の通りである。 
 
表 1-1 ヒアリング調査の日程 
 
グループ名 ケース番号 調査日 グループ名 ケース番号 調査日
Aグループ A－1 2019年7月25日 Dグループ D－1 2019年5月27日
Aグループ A－2 2019年7月26日 Dグループ D－2 2019年5月27日
Aグループ A－3 2019年8月14日 Dグループ D－3 2019年5月27日
Aグループ A－4 2019年8月17日 Dグループ D－4 2019年5月27日
Aグループ A－5 2019年8月20日 Dグループ D－5 2019年5月27日
Bグループ B－1 2018年8月14日 Eグループ E－1 2019年1月22日
Bグループ B－2 2018年10月4日 Eグループ E－2 2019年2月26日
Bグループ B－3 2018年10月11日 Eグループ E－3 2019年3月25日






















































































   もつ方，どんなことができる方だと思いますか。 
*Q2-1-2 あなた自身が社会的活動に参加している場合には，どのようなことができるようになること 
     が必要だと感じておられますか。詳しくお聞かせください。 
 
Q2-2 これまでの経験の中で，社会的な活動にうまく参加していない方〔孤立しがちな方〕は，ど 
   んなことができない方と感じますか。詳しくお聞かせください 
 
Q2-3-1 社会的な活動に参加する能力を伸ばすためには，どのような経験・機会（学習や活動）が 
    重要的だと思いますか。詳しくお聞かせください。 
*Q2-3-2 あなた自身が，社会的な活動に参加する力を伸ばすために有効だったと思う経験・機会（学 




   聞かせください。 
 
Q3-2 コミュニケーションの力を伸ばすためには，どのような経験・機会（学習や活動）が重要 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１節 社会的活動を推進する社会教育主事の現状と課題   
 
（１）社会教育主事の現状－「学びのオーガナイザー」としての役割－ 































































































































 ①統計データの利用（世論調査，生活状況調査 等） 
 ②質問紙調査等の実施（地域住民対象，公民館利用者対象 等） 
 ③地域住民との会話（地域活動実践者，公民館利用者 等） 


















































































































































































































（井上 昌幸）  
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２節 社会的活動を推進する地域コーディネーターの現状と課題   
 


















































平成 12 年には学校教育法施行規則の改正が行われ，“学校評議員”制度が，続く平成 16年
には地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正が行われ，“学校運営協議会”制度が導
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図 4-3 ワークシート 
 
 




写真 4-2 グループワークの様子 
 
 





写真 4-4 作成されたワークシート事例１ 
 
 




写真 4-6 作成されたワークシート事例３ 
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そのキー・コンピテンシーを理論的背景に持つ「国際成人力調査」（通称 PIAAC：The Programme 













１節 OECD による研究成果における「成人スキル」 
 


























DeSeCo）」である。DeSeCoの研究成果は，OECD による PISA や PIAAC などの国際調査における






























そうした状況の中，1997 年から始まった DeSeCo の取組は，①先行研究レビュー，②概念
整理，③人類学，経済学，心理学，社会学などの多分野の研究者による学問的視点からのキ
ー・コンピテンシーの明確化と構築，そして，④OECD 加盟国による「国別報告プロセス











                            
4 ライチェン前掲書 p24. 
5 Franz E Weinert, ‘Concepts of Competence’，OECD, Definition an Selection of 
Competencies, 1999. 














































8 ライチェン前掲書 p67 


















カテゴリー１：相互作用的に道具を用いる(Use tools interactively) 
コンピテンシーの内容は，A「言語，シンボル，テクストを相互作用的に用いる(Use 
language, symbols and texts interactively)」，B「知識や情報を相互作用的に用いる




カテゴリー２：異質な集団で交流する(Interact in heterogeneous groups) 
コンピテンシーの内容は，A「他人といい関係を作る(Relate well to others)」，B「協
力する。チームで働く(Co-operate, work in teams)」，C「争いを処理し，解決する(Manage 
and resolve conflicts)」である。 
カテゴリー３：自律的に活動する(Act autonomously) 
コンピテンシーの内容は，A「大きな展望の中で活動する(Act within the big picture)」，
B「人生計画や個人的プロジェクトを設計し実行する(Form and conduct life plans and 
personal projects)」，C「自らの権利，利害，限界やニーズを表明する(Defend and assert 






                            
10 ライチェン前掲書 p47 
11 ライチェン前掲書 pp88-9 
12 ライチェン前掲書 pp210-8 
13 ライチェン前掲書 pp196-7 






















                            
15 国立教育政策研究所「キー・コンピテンシーの生涯学習政策指標としての活用可能性に関す
る調査研究の概要」https://www.nier.go.jp/04_kenkyu_annai/div03-shogai-lnk1.html 
16 ライチェン前掲書 p221 
17 Lave, J., & Wenger, E. (1990), Situated learning: Legitimate peripheral 
















（４）PIAAC における「コンピテンシー」と「スキル」   
 PIAAC では，そのタイトル「成人のコンピテンシー(Adult Competencies)に関する国際ア
セスメントプログラム」にあるように，DeSeCo のコンピテンシー議論を理論的根拠としてコ
ンピテンシーという用語を用いつつも，その調査の名称としては「成人スキル調査(The 
















（５）PIAAC で測定する成人スキルの位置付け   




                            
18 ライチェン前掲書 pp79-80 
19 ライチェン前掲書 p69 

























                            
21 OECD, The Survey of Adult Skills: Reader’s Companion, Second Edition, 2016, p96. 
22 OECD 2016 前掲書 p98 
23 第１サイクルにおいては，「IT を活用した問題解決能力」，第２サイクルにおいては，状況の
変化に応じた問題解決能力となっている。 
24ライチェン前掲書 p183  
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術であることを説明し，その点を十分意識しながらヒアリング調査に回答してもらった。   
   
２．研究成果の概要  
（１）社会的活動として取り組まれる基本的な5つのスタイル 

























































































































































 ３．成果と課題  
以上のような調査結果が，社会的活動を促進する方策を検討する基礎的データとしてどのような意義が
あるのか，大きく 2点指摘しておきたい。1つ目の成果としては，研究目的の部分でも述べたが，日本に
おいて認知的な力以外も包括した成人スキルに関する先行調査研究は管見の限りなく，この試みは日本の
社会的文脈に沿った成人スキルを解明する基礎的な研究の第一歩として位置づけることができる点であ
る。２つ目の成果としては，現在も多分野で推進され，今後もますます重視される地域での課題解決を目
指す学習や活動が，地域でできそうなことを見つけるきっかけづくり，という狙いにやや傾斜した形で活
動が展開されていること，更にその他にも 4種類の顕著なスタイルをもった学習や活動が展開しているこ
とが，明らかになった点である。こうした学習スタイルの類型は，社会的活動に関する定量調査を実施す
る分析枠組みとして活用できる。また，今後，展開される社会的活動の推進方策によって，学習や活動に
どのような経年変化がみられるのかを判断する基準の一つとしも，役立つ可能がある。 
一方，今後の課題としては，今回導き出した 5つの学習スタイルと 4つの成人スキルの特性との相関性
を，本調査の分析枠組みでは解析することができなかった点が，一点目としてあげられる。社会的活動の
展開ごとに求められている成人スキルが変化することは明らかになっただけに，今後は，両者の関係性を
明らかにできる調査枠組みを再検討していく必要がある。 
第二に，ヒアリングによって聞き取った文章をテキストマイニングの手法によって分析を行ったが，総
抽出語数が 3万語を越える結果となった。こうした膨大なデータの分析は，物理的な困難さが伴い，今回
の分析では出現度や結束度が顕著に高い語のみに絞って分析せざるを得なかった。抽出できた学習スタイ
ルや成人スキルの特徴も，調査データの一部の分析結果であって，すべての調査データを反映した結果と
はなっていない。今後は，コアになるキーワードを設定するなどヒアリングの方法を工夫したり，テキス
トマイニングの分析手法についても検討を重ねたりするなどし，改善を試みていきたい。 
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